
第 57 回佐賀県高齢者保健福祉推進委員会（会議概要） 

 
【日時】令和 8 年（2026 年）7 月 29 日（水） 18：00〜19：00 
【場所】佐賀県庁新館 11 階 大会議室 
 
【出席者】 
＜委員＞ 
（委員）織田委員、倉田委員、中島洋子委員、田中委員、小佐々委員、木下委員、髙塚委員、 

野口氏（鈴木委員代理）、原委員、山津委員、久野委員、本田委員（オンライン）、山本委員、 
片渕委員、久米氏（小松委員代理）、今田委員、中島美砂子委員、福地委員、小林委員、 
小池委員（計２０名） 

＜事務局＞健康福祉部 副部長 豊田 他１３名 
 
１．開会 
２．挨拶（健康福祉部 副部長 豊田） 
３．議事 

議題１ 第９期さがゴールドプラン 21 における施策の取組状況について【資料１】 
 議題２ 次期計画の名称について 

議題３ 介護保険事業（支援）計画の見直し（介護保険法の改正）について【資料２】 
 

４．議事に関する質問・意見の概要 
議題１ 第９期さがゴールドプラン 21 における施策の取組状況について 

質問・意見 回答等 

・訪問看護ステーション数の目標値が現状値よ
り少なくなっているが、今後、減少していく
と見込んでいるのか。 

・目標値は第 9 期計画の策定時に設定したもの
であり、現状値が目標値を超えているのは、
補助金等の取組の成果もあり、早期に目標を
達成したもの。 

 
 議題２ 次期計画の名称について 
 計画の名称を、「さがゴールドプラン 21」から「さがゴールドプラン」に変更（21 を削除）すること

について、異議等なく了承 
 

議題３ 介護保険事業（支援）計画の見直し（介護保険法の改正）について 
質問・意見 回答等 

・2040 年度を見据えた中長期的な推計を行うと
いうことは、これまでは３年間の計画だった

・介護サービスの見込量などは 2040 年度を見
据えて中長期的な推計を行い、計画自体は中



ものを、次期計画では約 14 年先を見据えて
目標を設定するということか。 

長期を見据えた今後 3 年間の計画として策定
することになる。目標値も同様。 

・「認知症施策の推進」は、介護保険法に基づ
く介護保険事業支援計画では任意記載事項と
されているが、認知症基本法に基づく県の認
知症施策推進計画はゴールドプランの中に含
まれるのか。 

・第９期計画では認知症施策推進計画を包含す
るという明確な記載をしていなかったが、次
期計画では包含することを明確にする方向で
検討している。 

・第 10 期計画において、介護老人保健施設は
医療・介護連携の柱になると思うが、今度、
どのように関わってくるのか。 

・今後、次期計画を策定していく中で議論させ
ていただきたい。 

・身寄りのない高齢者への支援についても計画
に盛り込んでいく必要があるのはでないか。 

（御意見のみ） 

・高齢者施設の業務継続計画や要配慮者の個別
避難支援計画など、災害対策の取組も大切で
はないか。 

（御意見のみ） 

・行動変容ということはすごく重要な言葉。認
知症施策や災害対策など、言葉の訴える力を
使いながら行動を促していくことが重要。 

（御意見のみ） 

・看護師や介護職員が給与の高い他産業へ流出
している。 

・医療・介護・福祉人材の処遇を改善するた
め、国の政策を後押ししていく必要がある。
介護報酬の地域格差の是正や職員の処遇改善
を国に提言するのは重要であり、しっかり取
り組んでほしい。 

（御意見のみ） 

・認知症サポーターやキャラバンメイトなどの
養成が進んでいるのは非常にいいことだが、
実際の認知症の人との接点が少ないので、施
設や地域活動とのマッチングを考えてほし
い。 

（御意見のみ） 

・訪問介護事業所がない地域への対策を検討し
てほしい。 

・訪問介護事業所が立地していない市町もある
が、市町自体に事業所がなくても出張所や周
辺市町からのサービス提供で対応できている
と認識している。 



（田中委員から） 
・保険者としては、小規模多機能型居宅介護や

看護小規模多機能型居宅介護など、訪問サー
ビスを提供している包括的なサービスの整備
も進めている。 

 


